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第２ 茨城県の交通事故 
 

１  県内の交通事故発生状況 

 

(1)  概要 

発生件数は平成13年から21年連続で減少し､昭和38年以来58年ぶりに6,000件を

下回った。 

死者数は80人で前年に比べ４人減少し､統計資料残る昭和22年以降で８番目に少

なくなったが､全国順位はワースト第11位と､未だ死亡事故多発県に位置している。 

 

(2)  第１当事者の年齢別発生状況(Ｐ31～40参照) 

発生件数は｢20歳代｣が1,107件(前年比－７件､全事故の18.7％)､死亡事故件数で

も｢20歳代｣が20件(全死亡事故の25.3％)と最も多い年齢層となっている。 

｢高齢者(65歳以上)｣は発生件数が1,484件(前年比－21件､全事故の25.0％)､死亡

事故件数は18件(前年比－10件､全死亡事故の22.8％)､「青少年(16～24歳)」は発生

件数が853件(前年比－32件､全事故の14.4％)､死亡事故件数は９件(前年比±０件､

全死亡事故の11.4％)であった。 

 

(3)  月別発生状況(Ｐ41～43参照) 

発生件数は｢12月｣(649件)が最も多く､次いで｢11月｣(558件)の順に多い。 

前年比では｢５月｣(＋109件)が最も増加､｢２月｣(－101件)が最も減少した。 

死者数は｢12月｣(13人)が最も多く､次いで｢８月｣(12人)の順に多い。 

前年比では｢６月｣(＋７人)が最も増加､｢11月｣(－８人)が最も減少した。 

 

(4)  曜日別発生状況(Ｐ44～45参照) 

発生件数は｢金曜日｣(965件)が最も多く､｢日曜日｣(668件)が最も少ない。 

前年比では｢土曜日｣(＋31件)が最も増加､｢火曜日｣(－57件)が最も減少した。 

死者数は｢月曜日｣(17人)が最も多く､｢水曜日｣(７人)が最も少ない。 

前年比では｢月曜日｣(＋８人)が最も増加､｢水曜日｣･｢木曜日｣(各－10人)が最も

減少した。 

 

 (5)  時間・昼夜別発生状況(Ｐ46～47参照) 

発生件数は｢17～18時｣(614件)が最も多く､次いで｢７～８時｣(500件)の順に多い。 

前年比では｢17～18時｣(＋36件)が最も増加､｢13～14時｣(－75件)が最も減少した。 

死者数は｢17～18時｣(８人)が最も多く､｢２～３時｣は死亡事故の発生がなかった。 

前年比では｢14～15時｣･｢19～20時｣(各＋４人)が最も増加､｢０～１時｣･｢10～11

時｣･｢20～21時｣(各－３人)が最も減少した。 

 

 (6)  路線別発生状況(Ｐ48～56参照) 

発生件数は｢市町村道｣(2,206件､全事故の37.2%)が最も多く､次いで｢県道｣(1,67

5件)､｢国道｣(1,653件)の順に多い。 

前年比では｢国道｣(－62件)が最も減少した。 

死者数は｢市町村道｣(33人)が最も多く､次いで｢県道｣(29人)の順に多い。 



- 23 - 

前年比では｢県道｣(＋６人)が最も増加した。 

 

 (7)  道路形状別発生状況(Ｐ57～59参照) 

発生件数は｢交差点｣(2,360件､全事故の39.8％)が最も多く､次いで｢直線｣(2,037

件)の順に多い。 

前年比では｢直線｣(－58件)が最も減少した。 

死者数は｢直線｣(27人､全死者の33.8％)が最も多く､次いで｢交差点｣(24人)の順

に多い。 

 

 (8)  第１当事者別発生状況(Ｐ60～63参照) 

発生件数､死亡事故件数とも｢普通乗用自動車｣(発生件数:2,977件､全事故の50.

2％､死亡事故件数:29件､全死亡事故の36.7％)が最も多い。 

発生件数の前年比では｢普通乗用自動車｣(－117件)が最も減少､死亡事故件数で

は｢軽貨物自動車｣(＋５件)が最も増加､｢中型貨物自動車｣･｢普通貨物自動車｣･｢歩

行者｣(各－４件)が最も減少した。 

 

 (9)  第１当事者の事故類型別発生状況(Ｐ64～69参照) 

発生件数は｢追突｣(2,147件､全事故の36.2％)が最も多く､次いで｢出会い頭｣(1,5

81件)の順に多く､双方で全事故の６割以上(62.9％)を占める。 

前年比では｢人対車両－横断中｣(＋21件)が最も増加､｢車両相互－追突｣(－140

件)が最も減少した。 

死者数は｢人対車両－横断中｣(20人､全死者の25.0％)が最も多く､次いで｢車両相

互－出会い頭｣(14人)の順に多い。 

前年比では｢車両相互－出会い頭｣(＋５人)が最も増加､｢人対車両－横断中｣(－ 

６人)が最も減少した。 

 

 (10)  第１当事者の原因別発生状況(Ｐ70～75参照) 

発生件数は｢前方不注意｣(1,869件､全事故の31.5％)が最も多く､次いで｢安全不

確認｣､｢動静不注視｣､｢運転操作不適｣の順に多い。 

死亡事故件数は｢前方不注意｣(20件､全死亡事故の25.3％)が最も多く､次いで「運

転操作不適｣(10件)の順に多い。 

前年比では｢最高速度｣･｢一時不停止｣(各＋４件)が最も増加､｢歩行者妨害｣(－７

件)が最も減少した。 

 

 (11)  警察署・市町村別発生状況(Ｐ76～101参照) 

警察署別の発生件数は｢水戸警察署｣(745件)が最も多く､次いで｢つくば警察署｣

(548件)､｢土浦警察署｣(459件)の順に多い。 

市町村別の発生件数は｢水戸市｣(653件)が最も多く､次いで｢つくば市｣(548件)､

｢ひたちなか市｣(375件)の順に多い。 

警察署別の死者数は｢古河警察署｣(８人)が最も多く､次いで｢ひたちなか警察

署｣･｢神栖警察署｣･｢つくば警察署」(各６人)の順に多い。 

市町村別の死者数は｢古河市｣(８人)が最も多く､次いで｢神栖市｣･｢つくば市｣(各

６人)の順に多い。 
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人口千人当たりの発生件数は｢五霞町」(2.98件)が最も多く､次いで｢土浦市｣(2.

67件)､｢笠間市｣(2.53件)の順に多い。 

 

 (12)  状態別死傷者数等(Ｐ102～111参照) 

状態別の死者数は｢四輪車乗車中｣･｢歩行者｣(各33人､全死者の各41.3％)､負傷者

数は｢四輪車乗車中｣(5,411人､全負傷者の74.7％)が最も多い。 

年齢別死者数では｢高齢者(65歳以上)｣が46人で最も多く､その状態別は｢歩行者｣

(31人､構成率67.4％)､｢四輪車乗車中｣(10人)の順に多い。 

年齢別負傷者数では｢40歳代｣(1,354人)が最も多く､その状態別は｢四輪車乗車

中｣(1,148人)が約８割(84.8％)を占めた。 

 

 (13)  シートベルト着用状況(Ｐ112～115参照) 

四輪車乗車中の死者33人中､20人(構成率60.6％)が非着用であった。 

負傷程度別の着用者構成率は､軽傷(96.5％)､重傷(87.1％)､死亡(39.4％)と､着

用者構成率の低下に伴い損傷程度は重くなっている。 

 

 (14)  飲酒運転による交通事故(Ｐ117～118参照) 

飲酒運転による交通事故の発生件数は65件(全事故の1.1％)､死亡事故件数は10

件(全死亡事故の12.7％)､死者数は10人(全死者の12.5％)で､死者数の全国順位は

ワーストであった。 

第１当事者の年齢層別死亡事故件数は､｢20歳代｣が６件で最多であった。 

 

 (15)  無免許運転による交通事故(Ｐ119～120参照) 

無免許運転による交通事故の発生件数は65件(全事故の1.1％､前年比－16件)､死

亡事故件数は２件(全死亡事故の2.5％､前年比－２件)であった。 

 

 (16)  最高速度違反による交通事故(Ｐ121～122参照) 

最高速度違反による交通事故の発生件数は14件(全事故の0.2％)と全事故に占め

る割合は少ない。しかし､死亡事故件数は９件(全死亡事故の11.4％)で､死亡事故の

大きな要因となっている。 

 

 (17)  子供(中学生以下)が関係した交通事故(Ｐ123～127参照) 

子供が関係した交通事故の発生件数は｢幼児｣167件､｢小学生｣190件､｢中学生｣197

件で､前年比では｢幼児｣(＋７件)､｢中学生｣(＋10件)は増加､｢小学生｣(－25件)は減

少した。 

死者は｢幼児｣が２人､｢小学生｣･｢中学生｣は各０人であった。 

状態別死傷者数では｢幼児｣､｢小学生｣は四輪車同乗中(構成率:幼児82.9％､小学

生52.5％)が多く､｢中学生｣は自転車乗用中(構成率62.2％)が多い。 

子供の死傷者数の原因別では､自転車乗用中は｢安全不確認｣(構成率19.3％)､歩

行者は｢飛び出し｣(構成率17.9％)が最も多い。 

 

 (18)  高校生の交通事故(Ｐ128～130参照) 

高校生が関係した交通事故の発生件数は326件(全事故の5.5％)､死者数は1人(全
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死者の1.3％)で､前年比では発生件数(＋22件)は増加､死者数(±０人)は同数であ

った。 

状態別死傷者数は､自転車運転中(構成率56.8％)､四輪車同乗中(構成率19.9％)

の順に多い。 

死者数は､原付運転中が１人であった。 

  

(19)  青少年(16～24歳)の交通事故(Ｐ131～134参照) 

青少年が関係した交通事故の発生件数は1,655件(全事故の27.9％)､死者数が10

人(全死者の12.5％)で､前年比では発生件数(－16件)は減少､死者数(＋２人)は増

加した。 

青少年運転者(原付以上)による交通事故の発生件数は843件(全事故の14.2％)で､

平成13年以降21年連続で減少し､統計資料の残る昭和56年以降最少を更新した。 

死亡事故件数は９件(全死亡事故の11.4％)で､前年と同数(±０件)であった。 

死亡事故の原因別では､｢最高速度｣(４件､構成率44.4％)､事故類型別では｢車両

単独－工作物衝突｣(４件､構成率44.4％)が最も多い。 

 

 (20)  高齢者(65歳以上)の交通事故(Ｐ135～137参照) 

高齢者が関係した交通事故の発生件数は2,247件で､前年より減少(－60件)､死者

数は46人(全死者の57.5％)で､前年より減少(－６人)した。 

状態別死者数は､歩行者(31人､構成率67.4％)が最も多く､次いで四輪車乗車中( 

10人)の順に多い。 

高齢運転者(原付以上)による交通事故は､発生件数が1,482件で､前年より減少

(－10件)､死亡事故件数は17件(全死亡事故の21.5％)で､前年より減少(－５件)し

た。 

 

 (21)  男女別運転者による交通事故(Ｐ138～139参照) 

発生件数は男性が約７割(構成率65.4％)､女性が約３割(構成率34.6％)を占めて

いる。 

発生件数の前年比は､男性(－29件)､女性(－90件)とも減少した。 

死亡事故件数では男性(－４件)は減少､女性(＋６件)は増加した。 

死亡事故の年齢層別では､男性･女性とも｢20歳代｣が最も多く､事故類型別では､

男性･女性とも｢人対車両｣が最も多い。 

 

 (22) 初心運転者による交通事故(Ｐ140参照) 

初心運転者による交通事故の発生件数は226件(全事故の3.8％)､死亡事故件数は

３件(全死亡事故の3.8％)で､前年比では発生件数(＋５件)､死亡事故件数(＋１件)

とも増加した。 

年齢層別の死亡事故件数は､｢20歳未満｣が２件(構成率66.7％)であった。 

 

 (23) 県外居住者による交通事故(Ｐ141参照) 

県外居住者による交通事故の発生件数は745件(全事故の12.6％)､死亡事故件数

は５件(全死亡事故の6.3％)で､前年比では発生件数(＋26件)は増加､死亡事故件数

(－６件)は減少した。 
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路線別では｢国道｣が最も多く､居住都道府県別では｢千葉県｣､｢栃木県｣､｢埼玉県｣､

｢東京都｣の順に多い。 

   

(24) 事業用自動車による交通事故(Ｐ142参照) 

事業用自動車による交通事故の発生件数は279件(全事故の4.7％)､死亡事故件数

は６件(全死亡事故の7.6％)で､前年比では発生件数(＋18件)は増加､死亡事故件数

(－５件)は減少した。 

車種別発生件数では｢貨物車｣(238件､構成率85.3％)が最も多く､死亡事故件数は

全て｢貨物車｣(６件､構成率100.0％)であった。 

路線別では｢国道｣(構成率44.1％)､｢県道｣(構成率26.5％)の順に多く､年齢層別

では｢50歳代｣(構成率26.9％)が最も多い。 

 

 (25) ダンプカーによる交通事故(Ｐ143参照) 

ダンプカーによる交通事故の発生件数は38件(全事故の0.6％)､死亡事故は１件

(全死亡事故の1.3％)で､前年比では発生件数(－７件)､死亡事故件数(－２件)とも

減少した。 

事故類型別では｢追突｣(17件､構成率44.7％)､時間帯別では｢７～８時｣･｢８～９

時｣(各５件)が最も多い。 

 

  (26) 二輪車の交通事故(Ｐ144～145参照) 

二輪車が関係した交通事故の発生件数は418件(全事故の7.1％)､死者数は６人

(全死者の7.5％)で､前年比では発生件数(＋10件)は増加､死者数(－２人)は減少し

た。 

このうち原付の発生件数は192件 (全事故の3.2％)､死者数は２人(全死者の2.

5％)で､前年比では発生件数(－３件)､死者数(－２人)とも減少した。 

二輪車乗車中の死者６人中､ヘルメット着用は６人(構成率100.0％)であった。 

二輪車による事故件数は82件(全事故の1.4％)､死亡事故件数は４件(全死亡事故

の5.1％)で､前年比では発生件数(－13件)は減少､死亡事故件数(±０件)は同数で

あった。 

事故を起こした年齢層別は｢青少年｣が約４割(36.6％)と最も多く､事故類型別で

は｢車両相互－追突｣､原因別では｢前方不注意｣が最も多い。 

 

  (27)  自転車が関係した交通事故(Ｐ146～148参照) 

自転車が関係した交通事故の発生件数は818件(全事故の13.8％)､死者数は８人

(全死者の10.0％)で､前年比では発生件数(－36件)､死者数(－４人)とも減少した。 

死傷者数の事故類型別は｢車両相互－出会い頭｣､原因別では｢安全不確認｣が最も

多い。 

 

  (28)  歩行者が関係した交通事故(Ｐ149～151参照) 

歩行者が関係した交通事故の発生件数は669件(全事故の11.3％)､死者数は33人

(全死者の41.3％)で､前年比では発生件数(＋12件)は増加､死者数(－７人)は減少

した。 

死傷者数の時間帯別では｢16～20時｣が約４割(39.2％)を占めており､年齢層別で
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は｢高齢者｣(36.9％)が最も多く､行動類型別では｢道路横断中｣､原因別では｢横断歩

道外横断｣が最も多い。 

 

  (29)  外国人の交通事故(Ｐ152～153参照) 

外国人が関係した交通事故の発生件数は275件(全事故の4.6％)､死者数は２人

(全死者の2.5％)で､前年比では発生件数(＋32件)､死者数(＋１人)とも増加した。 

外国人による交通事故の発生件数は147件(全事故の2.5％)､死亡事故件数は２件

(全死亡事故の2.5％)で､前年比では発生件数(＋16件)は増加､死亡事故件数(±０

件)は同数であった。 

国籍・地域別発生件数では｢中国｣が最も多く､次いで｢スリランカ｣､｢タイ｣の順に

多い。 

 

  (30)  踏切事故(Ｐ154参照) 

踏切内で列車と衝突した交通事故発生件数は１件であった。 

前年比では発生件数(＋１件)､死亡事故件数(＋１件)とも増加した。 

鉄道路線別では｢東日本旅客鉄道・常磐線｣が１件であった。 

     

(31) 物件交通事故(Ｐ155～156参照) 

物件交通事故の発生件数は68,317件で､前年より増加(＋1,770件)した。 

    ＊物件交通事故の発生件数には､人身交通事故に移行した件数等も含む。  

 

(32) 30日死者(Ｐ157～158参照) 

   30日死者は11人で､前年より減少(－５人)した。 

 

(33) 交通安全運動期間中の交通事故発生状況(Ｐ159参照) 

   令和３年中の 

      春の全国交通安全運動期間中(４月６日～４月15日) 

死者数は０人 

      秋の全国交通安全運動期間中(９月21日～９月30日) 

死者数は１人 

   であった。 








